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第１章 調査概要 

１ 調査目的 

第 2 期三郷市健康増進・食育推進計画「すこやかみさと」（以下第 2 期計画とする）の中で掲げた

目標値の達成度を測るとともに、市民の健康づくりに関する意識や実態を把握し、令和 7年度から

始まる次期計画の基礎資料とするため。 

 

２ 調査対象者 

層化無作為抽出法により、三郷市在住の 20～64 歳の男女 2,000 名を抽出 

 

３ 調査期間 

令和 5 年 9月 4 日～9月 25 日 

 

４ 調査方法 

郵送による発送、郵送または WEBによる回収 

 

５ 回収状況 

配布数 
宛先不明等 
不到着数 

有効配布数 有効回収数 回収率 

2,000 件 8 件 1,992 件 698 件 35.0% 
 

【回収の内訳】 

郵送 WEB 合計 

466 件 232 件 698 件 
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６ 報告書の見方 

○集計は、小数点第 2位を四捨五入しているため、数値の合計が 100%にならない場合がある。 

○回答の比率(%)は、設問に対する回答者数を分母として算出しているため、複数回答の設問につい

ては、すべての比率を合計すると 100%を超えることがある。 

○クロス集計表における「合計」は回答者数を示しており、その右側に並ぶ数値は、上段が実数で、

下段が割合（%）を示している。（下記のクロス集計表の例を参照） 

○クロス集計表は、項目ごとに上位 1 位に濃い網掛け、上位 2 位に薄い網掛けをしている。ただし、

回答者数が 10 未満と少ないものについては、集計結果を参考程度にとどめるため、本文中に図表

を掲載しているが、コメントは記載しておらず、網掛けもしていない。 

 

 

クロス集計表の例 

 

 

 

 

  

合計

ほぼ毎日測

定する

週に1～2回

程度測定す

る

月に1～2回

程度測定す

る

気がむいた

時に測定

する

全く測定し

ない

無回答

158 103 61 280 95 1

22.6 14.8 8.7 40.1 13.6 0.1

5 4 3 14 4 0

16.7 13.3 10.0 46.7 13.3 0.0

9 9 3 20 3 0

20.5 20.5 6.8 45.5 6.8 0.0

14 11 9 26 15 0

18.7 14.7 12.0 34.7 20.0 0.0

17 14 11 38 15 0

17.9 14.7 11.6 40.0 15.8 0.0

11 14 3 15 6 0

22.4 28.6 6.1 30.6 12.2 0.0

7 2 3 17 2 0

22.6 6.5 9.7 54.8 6.5 0.0

13 15 5 35 9 0

16.9 19.5 6.5 45.5 11.7 0.0

28 17 9 38 18 0

25.5 15.5 8.2 34.5 16.4 0.0

33 7 9 46 15 0

30.0 6.4 8.2 41.8 13.6 0.0

17 8 6 23 4 0

29.3 13.8 10.3 39.7 6.9 0.0

4 2 0 8 4 1

21.1 10.5 0.0 42.1 21.1 5.3
無回答 19

女性

20歳代 31

40歳代 110

50歳代 110

60歳代 58

30歳代 77

全体 698

40歳代 75男性

20歳代 30

50歳代 95

30歳代 44

60歳代 49

回答者数 

上段：実数 

下段：割合(%) 
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第２章 調査結果の概要 

１ 「たべる」に関すること 

【まとめ】 

○「野菜」や「果物」を食べている者の割合は、いずれも国の目標値（野菜:1日 350g 以上、果物:1

日 200g 以上【健康日本 21(第三次)】）に達している者の割合は少ない。 

○BMI について女性は 20 歳代、60 歳代で「やせ」の者の割合が高く、男性は 40 歳代、50 歳代で

「肥満」の者の割合が高い。 

○あると良い健康情報として、「スーパーや飲食店などでの栄養成分表示」をあげる者が全体で多

く、20 歳代では、「外食メニューの栄養成分表示」をあげる者が最も多い。 

 

●食に対する知識や関心は高い一方で、「野菜」、「果物」の食べる量に関する正しい知識を有してい

る者の割合、適正体重を維持している者の割合は低く、知識が実践につながっていないことが課

題である。 

●スーパーや飲食店などは普段の生活の身近なところで情報が得られる場所であり、取組を推進、

拡充していくことで食の環境を整備し、市民の食への関心を促し、行動変容につなげることが重

要である。 

 

 

野菜を食べている者（350g/日以上）の割合は 5.2%となっている 

野菜を食べる量について、1 日 350g 以上食べている者の割合は 5.2%となっている。健康日本 21

（第三次）に掲げられている野菜を食べる量（350g/日以上）の目標値に達している者の割合は少な

い状況となっている。 

 

野菜を食べる量 

 

 

  

8.3 63.2 23.4 4.6 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=698)

ほとんど食べない 1～2皿（70～140g） 3～4皿（210～280g）

5～6皿（350～420g） 7皿以上（490g以上）

5.2％
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果物を食べている者（200g/日以上）の割合は 5.9%となっている 

果物を食べる量について、1 日 200g 以上食べている者の割合は 5.9%となっている。健康日本 21

（第三次）に掲げられている果物を食べる量（200g/日以上）の目標値に達している者の割合は少な

い状況となっている。 

 

果物を食べる量 

 

 

 

 

 

  

32.4 15.8 19.3 21.2 5.4 

1.9 2.7 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=698)

ほとんど食べない 50g未満 50～100g未満

100～150g未満 150～200g未満 200～250g未満

250～300g未満 300g以上

5.9％
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身長・体重から算出した BMI※では、高齢女性における「やせ」の割合が高く、男性 40

歳代、50歳代では「肥満」の割合が 4割程度となっている 

BMI の状況を性・年代別にみると、女性 20 歳代、60 歳代で「18.5未満（やせ）」の割合が高くな

っている。男性 40 歳代、50 歳代で「25 以上（肥満）」の割合が高くなっている。 

 

BMIの状況（性・年代別） 

 

 

※BMI とは、やせすぎや太りすぎを測るための国際的な指標である。本報告書の BMI はアンケート調

査における自己申告の数値から、体重(㎏)÷{身長(m)×身長(m)}の式で算出している。 

 

 

 

  

2.7 

0.0 

2.3 

8.0 

1.1 

0.0 

13.4 

25.8 

9.1 

9.1 

12.7 

22.4 

60.1 

76.7 

65.9 

49.3 

57.9 

63.3 

64.1 

58.1 

64.9 

63.6 

63.6 

69.0 

34.5 

10.0 

25.0 

41.3 

41.1 

36.7 

15.5 

16.1 

16.9 

18.2 

16.4 

6.9 

2.7 

13.3 

6.8 

1.3 

0.0 

7.0 

0.0 

9.1 

9.1 

7.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

18.5未満（やせ） 18.5以上25未満（普通） 25以上（肥満） 無回答

0.0
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あると良いと思う健康情報について、全体として「食品売り場での栄養素表示」の割合

が高く、年齢層が高くなるにつれて割合が高くなっている 

あると良いと思う健康情報について、全体では「食品売り場での栄養素表示」の割合が 27.2%と

最も高くなっている。 

各年代において 20 歳代を除き、「食品売り場での栄養素表示」の割合は高く、年代が高くなるに

つれて割合が高くなっている。20 歳代においては、「外食メニューの栄養素表示」が高くなってい

る。 

 

あると良いと思う健康情報（年代別） 

 

 

 

  

合

計

ヘ

ル

シ
ー

メ

ニ
ュ

ー

の

料

理

教

室

レ

ス

ト

ラ

ン

等

で

の

ヘ

ル

シ
ー

メ

ニ
ュ

ー

提

供

食

品

売

場

で

の

栄

養

素

表

示

食

品

売

場

で

の

ヘ

ル

シ
ー

調

理

方

法

の

紹

介

三

郷

産

食

材

の

直

売

所

ヘ

ル

シ
ー

メ

ニ
ュ

ー

宅

配

サ
ー

ビ

ス

生

産

地
（

者
）

の

表

示

外

食

メ

ニ
ュ

ー

の

栄

養

素

表

示

ヘ

ル

シ
ー

メ

ニ
ュ

ー

提

供

店

の

紹

介

そ

の

他

無

回

答

36   112  190  98   85   37   25   60   33   12   10   

5.2  16.0 27.2 14.0 12.2 5.3  3.6  8.6  4.7  1.7  1.4  

3    13   11   8    8    2    4    14   0 0 0

4.8  20.6 17.5 12.7 12.7 3.2  6.3  22.2 0.0 0.0 0.0

4    16   26   24   19   11   1    9    8    3    2    

3.3  13.0 21.1 19.5 15.4 8.9  0.8  7.3  6.5  2.4  1.6  

11   27   48   29   25   7    6    17   12   5    3    

5.8  14.2 25.3 15.3 13.2 3.7  3.2  8.9  6.3  2.6  1.6  

13   33   65   24   19   14   11   16   10   2    2    

6.2  15.8 31.1 11.5 9.1  6.7  5.3  7.7  4.8  1.0  1.0  

5    22   39   12   13   3    3    4    2    2    3    

4.6  20.4 36.1 11.1 12.0 2.8  2.8  3.7  1.9  1.9  2.8  

0 1    1    1    1    0 0 0 1    0 0

0.0 20.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0
5    

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

無回答

698  

63   

123  

190  

209  

108  
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２ 「うごく」に関すること 

【まとめ】 

○運動習慣がある者の割合は 4 割未満。 

○日頃から運動を心がけている者は、男性 20 歳代、60 歳代、女性は 20 歳代、30 歳代で割合が低

い。 

○歩行時間について、若い女性で時間が少ない。 

○座位時間について、10 時間以上の者の割合は約 1/4 である。 

○今後取り組みたいと考えている運動は、性別により傾向が異なる。 

 

●特に働き世代の運動習慣が低いこと、歩行時間が少ないこと、座位時間が長いことから、企業・

店舗等と連携した取組を推進していくことが重要である。 
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運動習慣（1回 30分以上/週 2回/1年以上継続）がある者の割合は全体で 4割未満とな

っており、性別・年代によって傾向が異なっている 

運動習慣がある者の割合は全体で 37.1%となっている。運動習慣がある者の割合について性・年

代別にみると、男性は 20～50 歳代で 40%台、60 歳代で 30%台となっている。女性は 20 歳代、30 歳

代で割合が低く、60 歳代で 50%以上と割合が高くなっている。 

 

運動習慣の状況 

 

 

運動習慣の状況（性・年代別） 

 

 

 

  

37.1 62.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=698)

ある（週2回、1回30分以上、1年以上継続） ない

41.6 

40.0 

45.5 

41.3 

42.1 

34.7 

33.6 

19.4 

20.8 

33.6 

36.4 

53.4 

58.4 

60.0 

54.5 

58.7 

57.9 

65.3 

66.4 

80.6 

79.2 

66.4 

63.6 

46.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

あり なし
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日頃から運動を心がけている者について、男性は 20歳代、60歳代、女性は 20歳代、30

歳代で割合が低くなっている 

日頃から運動を心がけている者（「いつもしている」「ときどきしている」）について性・年代別に

みると、男性では 20 歳代、60 歳代、女性では 20 歳代、30 歳代で割合が低く 60%未満となってお

り、他の年代に比べて割合が低くなっている。 

 

日頃から運動を心がけているかどうか（性・年代別） 

 

  

24.0 

23.3 

20.5 

22.7 

28.4 

22.4 

18.9 

22.6 

16.9 

18.2 

14.5 

29.3 

38.5 

33.3 

47.7 

41.3 

32.6 

36.7 

42.9 

25.8 

42.9 

44.5 

47.3 

39.7 

25.7 

26.7 

27.3 

28.0 

22.1 

28.6 

25.1 

41.9 

24.7 

24.5 

21.8 

24.1 

11.8 

16.7 

4.5 

8.0 

16.8 

12.2 

12.4 

9.7 

14.3 

11.8 

15.5 

6.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

1.3 

0.9 

0.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

いつもしている ときどきしている

以前はしていたが現在はしていない 全くしたことがない

無回答

0.0
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1日の平均歩行時間について、女性の若い世代で歩行時間が 60分以上の割合が低い傾向

にある 

1 日の平均歩行時間について性・年代別にみると、歩行時間が 60 分以上の割合は、男性はどの年

代においても 30%台となっている。女性は 20 歳代、30 歳代が 20%台となっており、若い世代で歩行

時間が 60 分以上の割合が低くなっている。 

 

1日の平均歩行時間（性・年代別） 

 

  

17.9 

10.0 

25.0 

12.0 

23.1 

14.2 

23.0 

16.1 

15.6 

21.8 

25.4 

32.8 

15.2 

26.7 

6.8 

18.7 

12.6 

16.3 

17.3 

9.7 

14.3 

13.6 

24.5 

19.0 

9.8 

3.3 

13.6 

10.7 

6.3 

16.3 

4.9 
3.2 

3.9 

8.2 

5.5 
0.0 

57.0 

60.1 

54.4 

58.7 

57.9 

53.0 

54.3 

71.1 

65.0 

56.5 

43.5 

48.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

1.3 

0.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

60分以上120分未満 120分以上 ほとんど歩かない 60分未満 無回答

0.0

0.0

0.0

0.0
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1日の平均座位時間について、座位時間が 10時間以上の割合は男性 30歳代、女性 20歳

代で高くなっている 

1 日の平均座位時間について性・年代別にみると、座位時間が 10 時間以上の割合は、男性は 30

歳代で 43.2%、女性は 20歳代で 35.5％と最も高くなっている。 

 

1日の平均座位時間（性・年代別） 

 

 

※座位時間の増加に伴い死亡リスクが増加するとされている。（健康づくりのための身体活動・運

動ガイド 2023） 

※日本人の平均座位時間は 7 時間といわれている。（厚生労働省） 

 

  

29.4 

23.3 

43.2 

28.0 

29.5 

24.5 

23.5 

35.5 

20.8 

25.5 

26.4 

10.3 

66.5 

76.6 

56.9 

69.3 

67.4 

73.5 

73.1 

64.6 

76.7 

72.7 

72.8 

86.2 

4.1 

0.0 

2.7 

3.2 

2.0 

3.4 

2.6 

1.8 

0.9 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

10時間以上 10時間未満 無回答

0.0

0.0
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今後取り組みたいと考えている運動について、性別によって傾向が異なっている 

今後取り組みたいと考えている運動について性別でみると、男性、女性ともに「ウォーキング」

の割合が最も高くなっている。 

男性は次いで、「自転車・サイクリング」「室内運動機器の利用（ルームランナーなど）」の割合が

高くなっている。 

女性は次いで、「ヨガ」「体操（ラジオ体操など）」の割合が高くなっている。 

 

今後行いたいと考えている運動（性別） 

 

  

47.3

18.2

26.4

16.9

14.5

16.2

21.3

6.4

13.9

4.7

11.1

2

55.6

10.6

14.7

23.0

7.2

37.5

20.9

38.8

10.3

6.2

5.2

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ウォーキング

ジョギング マラソン

自転車 サイクリング

水泳 水中運動

球技（野球 サッカー・テニス・卓球など）

体操（ラジオ体操 ストレッチなど）

室内運動機器の利用

（ルームランナー エアロバイク ダンベルなど）

ヨガ

山登り

その他

特になし

無回答

男性(N=296)

女性(N=387)
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３ 「なごむ」に関すること 

【まとめ】 

○地域・社会活動は、いずれの年代も参加していない者の割合が高い。 

○地域・社会活動に参加している者の方が、相談する相手がいる者の割合が高い。 

○相談相手の有無は性、年代により傾向が異なる。 

○ストレスの解消方法は性別により傾向が異なる。 

○平均睡眠時間は、男性 40 歳代、50 歳代、女性 50 歳代で 5 時間未満の者の割合が高い。 

 

●地域・社会活動に参加している者は少ないが、参加している者の方が相談する相手がいる割合が

高いことからも、相談窓口の周知・啓発や身近に相談できる者を作る機会や場の提供を行ってい

くことが重要である。 

 

 

地域・社会活動の参加状況について、いずれの年代も参加していないの割合が約 7割と

高くなっている 

地域・社会活動への参加状況について年代別にみると、いずれの年代においても参加していない

の割合が高く、60 歳代を除いて 70%台となっている。 
 

地域・社会活動の参加状況（年代別） 

  

※地域・社会活動へ参加している者の割合については、複数回答の設問であるため、100％から「参

加していない」と「無回答」を除いて算出している。 

  

合

計

町

会

・

自

治

会

の

活

動

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア
、

N

P

O
、

市

民

活

動
（

ま

ち

づ

く

り
、

高

齢

者

・

障

害

福

祉
、

子

育

て
、

ス

ポ
ー

ツ

指

導
、

美

化
、

防

犯

・

防

災
、

環

境
、

国

際

協

力

活

動

な

ど
）

ス

ポ
ー

ツ

・

趣

味

・

娯

楽

活

動

（

各

種

ス

ポ
ー

ツ

・

芸

術

文

化

活

動

・

生

涯

学

習

な

ど
）

そ

の

他

の

団

体
（

サ

ロ

ン
、

サ
ー

ク

ル
）

・

活

動
（

商

工

会
、

業

種

組

合
、

宗

教
、

政

治

な

ど
）

そ

の

他

参

加

し

て

い

な

い

無

回

答

88           26           78           31           7            504          4            

12.6         3.7          11.2         4.4          1.0          72.2         0.6          

2            1            11           1            1            47           1            

3.2          1.6          17.5         1.6          1.6          74.6         1.6          

14           6            11           2            3            91           0

11.4         4.9          8.9          1.6          2.4          74.0         0

24           7            19           11           2            138          1            

12.6         3.7          10.0         5.8          1.1          72.6         0.5          

30           8            22           13           1            149          0

14.4         3.8          10.5         6.2          0.5          71.3         0.0

17           4            15           4            0 75           2            

15.7         3.7          13.9         3.7          0.0 69.4         1.9          

1            0 0 0 0 4            0

20.0         0.0 0.0 0.0 0.0 80.0         0.0

63       

123      

190      

209      

108      

5        

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

無回答

698      
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地域・社会活動に参加している者の方が、相談相手がいるという割合が高くなっている 

地域・社会活動への参加状況と相談相手の有無の関係をみると、地域・社会活動に参加している

者の方が、相談相手がいるという割合が 10.7ポイント高くなっている。 

 

地域・社会活動への参加状況×相談相手の有無 

 

 

悩みなどの相談相手について、男性、女性ともに 50歳代、60歳代で誰にも相談しない

の割合が高くなっている 

悩みなどの相談相手の有無について性・年代別にみると、男性、女性ともに 50 歳代、60 歳代で

誰にも相談しないの割合が高くなっている。いずれの年代においても、男性の方が誰にも相談しな

いの割合が高い。 

 

悩みなどの相談相手の有無（性・年代別） 

 

87.9 

77.2 

12.1 

22.2 

0.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している(N=190)

参加していない(N=504)

いる いない 無回答

69.9 

73.3 

77.3 

76.0 

61.1 

67.3 

88.1 

90.3 

89.6 

90.9 

84.5 

86.2 

29.4 

26.7 

22.7 

24.0 

36.8 

32.7 

11.6 

9.7 

10.4 

8.2 

15.5 

13.8 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

相談する 誰にも相談しない 無回答
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地域において人々とのつながりが強いと感じている者の割合は 4割程度となっている 

地域において人々とのつながりが強いと感じている者の割合（「とても思う」と「少し思う」の合

計）は 43.1%となっている。健康日本 21（第三次）に掲げられている指標では、目標値が 45%と設

定されており、同程度の割合となっている。 

 

地域における人々とのつながりの状況 

 

 

ストレス解消のためにしていることについて、性別によって傾向が異なっている 

ストレス解消のために意識的にしていることについて性別でみると、男性は趣味、女性は誰かと

話す、好きなものを食べるの割合が高くなっている。 

 

ストレス解消のために意識的にしていること（性別） 

 

 

  

4.0 39.1 39.5 17.2 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=698)

とても思う 少し思う 思わない まったく思わない 無回答

43.1％

35.1 

11.3 

46.0 

21.4 

33.5 

7.7 

19.8 

29.4 

3.6 

8.9 

0.4 

64.0 

16.3 

37.7 

23.4 

62.9 

6.6 

5.1 

19.7 

8.6 

4.3 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

誰かと話す

歌う（大声を出す）

趣味

身体を動かす

好きなものを食べる

半身浴やサウナ等

喫煙

飲酒

その他

特になし

無回答

男性(N=248)

女性(N=350)
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平均睡眠時間について、5時間未満の割合は、男性 40歳代、50歳代、女性 50歳代で高

くなっている 

平均睡眠時間について性・年代別にみると、5 時間未満の割合は、男性 40 歳代、50 歳代、女性

50 歳代で高くなっている。 

 

平均睡眠時間（性・年代別） 

 

 

※睡眠時間は、6～9 時間（60歳以上については、6～8 時間）が推奨されている。（「健康日本 21（第

三次）より」） 

 

 

 

 

  

12.8 

13.3 

2.3 

17.3 

17.9 

6.1 

11.1 

9.7 

5.2 

10.0 

17.3 

10.3 

36.1 

36.7 

43.2 

34.7 

35.8 

34.7 

36.4 

38.7 

36.4 

41.8 

34.5 

29.3 

33.1 

30.0 

38.6 

30.7 

31.6 

36.7 

35.1 

22.6 

32.5 

35.5 

34.5 

44.8 

14.9 

20.0 

11.4 

16.0 

11.6 

16.3 

16.0 

19.4 

26.0 

11.8 

13.6 

13.8 

2.7 

0.0 

4.5 

1.3 

2.1 

6.1 

1.3 

9.7 

0.9 

0.0 

1.7 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

5時間未満 5～6時間未満 6～7時間未満 7～8時間未満 8時間以上 無回答

0.0

0.0
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睡眠による休養が取れていない者の割合は男性、女性ともに 3割程度となっており、男

性、女性ともに 20歳代、50歳代で休養が取れていない割合が高くなっている 

睡眠による休養の状況について性・年代別にみると、取れていない者の割合（「あまり取れていな

い」と「取れている」の合計）は、男性 20 歳代、女性 50歳代で 40%以上となっている。 

 

睡眠による休養（性・年代別） 

 

 

 

 

  

5.7 

3.3 

4.5 

5.3 

10.5 

0.0 

6.7 

9.7 

3.9 

4.5 

10.9 

5.2 

28.7 

36.7 

31.8 

29.3 

28.4 

22.4 

27.1 

29.0 

29.9 

29.1 

30.9 

12.1 

52.7 

43.3 

54.5 

49.3 

47.4 

69.4 

54.8 

51.6 

51.9 

53.6 

50.0 

70.7 

12.2 

16.7 

9.1 

16.0 

11.6 

8.2 

11.4 

9.7 

14.3 

12.7 

8.2 

12.1 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

取れていない あまり取れていない まあまあ取れている 十分取れている 無回答

0.0

0.0

34.4％

33.8％

40.0％

38.9％

38.7％

41.8％

0.0
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４ 「まもる」に関すること 

【まとめ】 

○健康診査を受けていない者の割合は、全体では 2 割程度で、受けていない者は一定数いる。 

○血糖の値について、健康診査を受けていない者の方が「知らない」「はかったことがない」割合が

高い。 

○定期的な歯科検診は女性よりも、男性で受診している者の割合が低い。 

○喫煙状況は、男女ともに、喫煙者の割合は国（令和 4年国民健康・栄養調査：男性 24.8％、女性

6.2％）より高い。 

○飲酒の頻度について、毎日飲んでいる者は年齢層が高くなるにつれて割合が高い。 

○健康を保つために心がけていることは、「食生活」「睡眠」「生活リズム」に関する割合が高い。 

 

●現在、健康診査や歯科検診を受けている者は継続して受診し、未受診の者はまず受診してもらう

ための環境を整備していくことが重要である。また、健康診査を受診することによって、自身の

健康状態や糖尿病について理解を深めるきっかけにするとともに、継続受診につなげる。 

●飲酒については、女性の飲酒が多いことや生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者がい

ることが課題である。 
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健康診査を受けていない者の割合は、全体で 2割程度となっており、職業別にみると受

けていない者は一定数いる状況 

健康診査を受けていない者の割合は全体でみると、22.3%となっている。 

また、健康診査の受診状況を職業別にみると、健康診査を受けていない者は一定数存在している。 

健康診査の受診状況 

 

 

健康診査の受診状況（職業別） 

 
 

 

  

8.5 55.6 

0.4 

11.9 22.3 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=698)

市の健診を受けた 職場の健診を受けた 学校の健診を受けた

人間ドックを受けた 受けていない 無回答

90.3 

51.6 

46.4 

71.2 

50.0 

54.7 

100.0 

60.0 

9.5 

45.2 

46.4 

27.6 

50.0 

43.4 

0.0 

33.3 

0.3 

3.2 

7.1 

1.2 

0.0 

1.9 

0.0 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員・公務員・会社役員(N=359)

主婦（主夫）(N=62)

無職(N=28)

パートタイム・アルバイト・内職(N=170)

学生(N=8)

自営業・家族従業(N=53)

農業(N=1)

その他(N=15)

受けた 受けていない 無回答
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血糖の値について、健康診査を受けていない者の方が「知らない」「はかったことがな

い」の割合が高くなっている 

血糖の値と健康診査の関係をみると、健康診査を受けていない者の方が、「知らない」「はかった

ことがない」の割合が高くなっている。 

 

血糖の値の有無×健康診査の受診状況 

 

 

定期的な歯科検診について、男性よりも女性の方が受けている傾向にあり、男性はどの

年齢層においても 5割未満となっている 

定期的な歯科検診の状況について女性よりも男性で受けていない傾向があり、男性はどの年代も

50%未満となっており、女性は年代が高くなるにつれて受けているの割合が高くなっている。 

定期的な歯科受診の状況（性・年代別） 

 

  

49.2 

13.5 

45.6 

59.6 

4.9 

26.9 

0.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けた(N=533)

受けていない(N=156)

知っている 知らない はかったことがない 無回答

86.5％

50.5％

43.6 

43.3 

38.6 

48.0 

43.2 

44.9 

60.7 

51.6 

53.2 

59.1 

65.5 

69.0 

55.7 

56.7 

61.4 

52.0 

55.8 

53.1 

39.3 

48.4 

46.8 

40.9 

34.5 

31.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

受けている 受けていない 無回答
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歯の本数について、年代が高くなるにつれて、歯の本数 24本以上の割合が減少してい

る 

歯の本数について年代別にみると、年代が高くなるにつれて歯の本数 24 本以上の割合が減少し

ている。 

 

現在の歯の本数（年代別） 

 

※永久歯の数は親知らずを含めて全部で 32 本。 

  

合計 0本 1～9本 10～19本 20～23本 24本以上 無回答

6         10        30        31        606       15        

0.9       1.4       4.3       4.4       86.8      2.1       

0 2         0 0 60        1         

0.0 3.2       0.0 0.0 95.2      1.6       

2         1         2         1         116       1         

1.6       0.8       1.6       0.8       94.3      0.8       

0 3         2         4         177       4         

0.0 1.6       1.1       2.1       93.2      2.1       

1         3         13        15        171       6         

0.5       1.4       6.2       7.2       81.8      2.9       

2         1         13        11        79        2         

1.9       0.9       12.0      10.2      73.1      1.9       

1         0 0 0 3         1         

20.0      0.0 0.0 0.0 60.0      20.0      
5         

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

無回答

698       

63        

123       

190       

209       

108       
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喫煙状況について、喫煙している者は男性で割合が高く、男性 40～60歳代では 3割以

上となっている 

喫煙状況を性・年代別にみると、喫煙している者の割合は男性で高く、40 歳代、50 歳代、60 歳

代では 30%以上となっている。 
 

喫煙の状況（性・年代別） 

 

 

受動喫煙の機会があった者の割合は、前回調査の 7割程度から 5割程度と減少している 

受動喫煙の機会があった者の割合は 51.4%となっており、前回調査の 70.7%と比べて大きく減少

している。 
 

受動喫煙の機会（前回調査との比較） 

 

  

合計 喫煙している 禁煙または節煙

したいと思って

いるが実行でき

ない

禁煙または節煙

に取り組んでい

る

喫煙していたが

やめた

もともと喫煙し

ていない

無回答

133          18           13           166          385          2            

19.1         2.6          1.9          23.8         55.2         0.3          

8            1            0 3            18           0

26.7         3.3          0.0 10.0         60.0         0.0

10           2            2            6            26           0

22.7         4.5          4.5          13.6         59.1         0.0

29           4            4            17           26           0

38.7         5.3          5.3          22.7         34.7         0.0

29           4            3            30           32           1            

30.5         4.2          3.2          31.6         33.7         1.1          

16           3            2            16           15           1            

32.7         6.1          4.1          32.7         30.6         2.0          

2            0 0 1            28           0

6.5          0.0 0.0 3.2          90.3         0.0

3            0 1            15           58           0

3.9          0.0 1.3          19.5         75.3         0.0

13           1            0 33           64           0

11.8         0.9          0.0 30.0         58.2         0.0

15           2            1            27           67           0

13.6         1.8          0.9          24.5         60.9         0.0

6            0 0 14           38           0

10.3         0.0 0.0 24.1         65.5         0.0

2            1            0 4            13           0

10.5         5.3          0.0 21.1         68.4         0.0

女性50歳代 110      

女性60歳代 58       

無回答 19       

女性20歳代 31       

女性30歳代 77       

女性40歳代 110      

男性40歳代 75       

男性50歳代 95       

男性60歳代 49       

全体 698      

男性20歳代 30       

男性30歳代 44       

51.4 

70.7 

37.1 

20.5 

8.6 

6.3 

2.9 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

あった なかった わからない 無回答
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飲酒の頻度について、毎日飲んでいる者は年齢層が高くなるにつれて割合が高い傾向に

あり、男性で割合が高くなっている 

飲酒の頻度について性・年代別にみると、毎日飲んでいる者の割合は、女性 60 歳代を除いて年代

が高くなるにつれて割合が高くなっている。 

男性は、同年代の女性と比べて毎日飲んでいる者の割合が高くなっている。 

飲まない者の割合は、女性の方が高くなっており、年代が高くなるにつれて割合が高くなってい

る。 

 

飲酒の頻度（性・年代別） 

 

 

 

 

 

  

24.3 

6.7 

11.4 

24.0 

29.5 

36.7 

10.3 

3.2 

6.5 

9.1 

16.4 

10.3 

9.8 

3.3 

9.1 

14.7 

10.5 

6.1 

4.1 
0.0 

3.9 

6.4 

1.8 

6.9 

6.8 

16.7 

9.1 

5.3 

3.2 

8.2 

5.4 
0.0 

9.1 

6.4 

4.5 

3.4 

14.2 

10.0 

29.5 

10.7 

8.4 

20.4 

11.6 

16.1 

11.7 

12.7 

10.9 

8.6 

15.5 

33.3 

15.9 

16.0 

14.7 

6.1 

22.2 

51.6 

28.6 

20.0 

17.3 

12.1 

29.4 

30.0 

25.0 

29.3 

33.7 

22.4 

46.0 

29.0 

39.0 

45.5 

49.1 

58.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性全体(N=296)

男性20歳代(N=30)

男性30歳代(N=44)

男性40歳代(N=75)

男性50歳代(N=95)

男性60歳代(N=49)

女性全体(N=387)

女性20歳代(N=31)

女性30歳代(N=77)

女性40歳代(N=110)

女性50歳代(N=110)

女性60歳代(N=58)

毎日 週5～6回程度 週3～4回程度 週1～2回程度 月1～2回程度 飲まない 無回答

0.0
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飲酒の量について、生活習慣病のリスクを高める量※を飲酒している者の割合は、男性

4割強程度、女性 6割程度となっている 

飲酒量について性別でみると、生活習慣病のリスクを高める量を超えている者の割合は男性で

45.4%、女性で 57.7%となっている。 

また、性・年代別でみると、男性、女性ともに、「1 合（180ml）未満」または「1 合以上 2合（360ml）

未満」の割合が最も高くなっている。男性 50歳代のみ、「2 合以上 3 合（540ml）未満」が最も高く

なっている。 

飲酒の量（性別） 

 

飲酒の量（性・年代別） 

 

※生活習慣病のリスクを高める量とは、一日あたりの純アルコール摂取量が男性 40g 以上（日本酒

換算で 2 合以上）、女性 20g 以上（日本酒換算で 1 合以上）となっている。 

27.3 

41.8 

26.8 

34.6 

20.1 

16.8 

11.0 

2.9 

3.8 

2.4 

10.5 

1.0 

0.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=209)

女性(N=208)

清酒1合（180ml）未満 1合以上2合（360ml）未満 2合以上3合（540ml）未満

3合以上4合（720ml）未満 4合以上5合（900ml）未満 5合以上（900ml）

無回答

45.4％

57.7％

合計 清酒1合

(180ml)

未満

1合以上2合

(360ml)

未満

2合以上3合

(540ml)

未満

3合以上4合

(720ml)

未満

4合以上5合

(900ml)

未満

5合以上

(900ml)

無回答

146 130 78 29 13 25 3

34.4 30.7 18.4 6.8 3.1 5.9 0.7

6 6 0 4 0 4 1

28.6 28.6 0.0 19.0 0.0 19.0 4.8

11 8 8 3 1 2 0

33.3 24.2 24.2 9.1 3.0 6.1 0.0

14 13 9 6 4 7 0

26.4 24.5 17.0 11.3 7.5 13.2 0.0

15 16 17 6 2 7 0

23.8 25.4 27.0 9.5 3.2 11.1 0.0

11 13 8 4 0 2 0

28.9 34.2 21.1 10.5 0.0 5.3 0.0

8 8 4 0 1 1 0

36.4 36.4 18.2 0.0 4.5 4.5 0.0

13 19 10 2 2 0 0

28.3 41.3 21.7 4.3 4.3 0.0 0.0

29 20 9 0 1 1 0

48.3 33.3 15.0 0.0 1.7 1.7 0.0

24 17 9 4 1 0 1

42.9 30.4 16.1 7.1 1.8 0.0 1.8

13 8 3 0 0 0 0

54.2 33.3 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0

2 2 1 0 1 1 1

25.0 25.0 12.5 0.0 12.5 12.5 12.5

60

女性50歳代 56

女性60歳代 24

無回答 8

男性50歳代 63

男性60歳代 38

女性20歳代 22

女性30歳代 46

女性40歳代

全体 424

男性20歳代 21

男性30歳代 33

男性40歳代 53
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毎日飲酒しているという者において、飲酒の量は 1合以上 2合（360ml）未満が 3割以

上となっている 

毎日飲酒している者では、飲酒の量は 1 合以上 2 合（360ml）未満が 37.9%と最も割合が高くなっ

ている。他の頻度においては、清酒 1 合（180ml）未満または 1 合以上 2 合（360ml）未満の割合が

高くなっている。 

飲酒の頻度×飲酒の量 

 

  

34.4 

15.5 

35.6 

24.4 

40.2 

49.6 

30.7 

37.9 

35.6 

26.8 

34.5 

21.5 

18.4 

25.0 

8.9 

24.4 

13.8 

17.0 

6.8 

9.5 

11.1 

9.8 

6.9 

2.2 

3.1 

4.3 

6.7 

2.4 

0.0 

3.0 

5.9 

7.8 

2.2 

9.8 

4.6 

5.2 

0.7 

0.0 

2.4 

0.0 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=424)

毎日(N=116)

週5～6回程度(N=45)

週3～4回程度(N=41)

週1～2回程度(N=87)

月1～2回程度(N=135)

清酒1合（180ml）未満 1合以上2合（360ml）未満 2合以上3合（540ml）未満

3合以上4合（720ml）未満 4合以上5合（900ml）未満 5合以上（900ml）

無回答

0.0
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健康を保つために心がけていることについて、全体として食生活、睡眠、生活リズムに

関して心がけている割合が高くなっている 

健康を保つために心がけていることの有無について性別でみると、心がけていることがある者の

割合は、男性で 89.6%、女性で 94.8%となっている。 

心がけている内容については、全体として「食生活」「睡眠」「生活リズム」に関する割合が高く

なっている。その他、男性では積極的に運動をする、女性では歯のケアの割合が高い。 

毎日体重を測るについては、全体で 22.9%となっており、男性では 18.6%、女性では 26.1%と、女

性の方が割合が高くなっている。 

 

健康を保つために心がけていることの有無（性別） 

 

 

健康を保つために心がけていること（性別） 

 

 

  

89.6 

94.8 

10.1 

5.2 

0.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(N=296)

女性(N=387)

ある 特になし 無回答

合

計

食

生

活

に

気

を

つ

け

る

積

極

的

に

運

動

を

す

る

毎

日

体

重

を

は

か

る

飲

酒

は

適

量

を

心

が

け

る

禁

煙

を

す

る

ス

ト

レ

ス

の

解

消

に

努

め

る 睡

眠

を

十

分

に

と

る

歯

の

ケ

ア

生

活

リ

ズ

ム

を

規

則

正

し

く

す

る

そ

の

他

特

に

な

し

無

回

答

438    219    160    126    51     234    362    241    291    10     52     1      

62.8   31.4   22.9   18.1   7.3    33.5   51.9   34.5   41.7   1.4    7.4    0.1    

180    107    55     60     16     86     150    79     102    2      30     1      

60.8   36.1   18.6   20.3   5.4    29.1   50.7   26.7   34.5   0.7    10.1   0.3    

248    109    101    65     32     147    206    157    186    8      20     0

64.1   28.2   26.1   16.8   8.3    38.0   53.2   40.6   48.1   2.1    5.2    0.0

9      3      4      1      3      1      6      5      3      0 2      0

64.3   21.4   28.6   7.1    21.4   7.1    42.9   35.7   21.4   0.0 14.3   0.0

1      0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14     

1      

全体

男

女

答えたくない

無回答

698    

296    

387    
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第３章 第２期計画における評価指標に関する調査結果 

１ 指標に関する調査結果の一覧 

第 2 期計画に定めた評価指標の結果について整理を行った。 

健康日本 21（第二次）の最終評価を参考に統計解析を行った。目標設定時と最終評価時との値を

比較して、統計的に有意に望ましい変化がみられた場合を A、有意ではないが、数字が変化してい

る場合（変わらない）を B、目標に対して有意に悪化した変化がみられた場合を C、把握方法が異な

るため評価困難な場合を D としている。 

現状値が％表記以外の項目は、評価ツールを使用できないため、評価欄に「‐」表記をしている。 

 

■指標の結果一覧 

 分野 指標 平成 28年度 目標値 
現状値 

(令和 5年度) 
評価 

たべる 

① 
栄養・ 
食生活 

家族や友達など誰かと一緒に
食事をとる者の割合 

58.1% 増加 64.8% A 

② 
栄養・ 
食生活 

主食・主菜・副菜を組み合わせ
た食事を 1 日 2 回以上ほぼ毎
日食べている者の割合 

23.0% 増加 25.5% B 

主食・主菜・副菜を組み合わせた
食事を 1 日 2 回以上ほぼ毎日食べ
ている 20歳代、30歳代の割合 

13.8% 増加 20.4% A 

③ 
栄養・ 
食生活 

朝食を欠食す
る者の割合 

小学 5年生 7.9% 減少 13.6% ※1 D 

中学 1年生 11.7% 減少 23.5% ※2 D 

男性 
20歳代 

26.2% 減少 16.7% B 

男性 
30歳代 

22.4% 減少 13.6% B 

 
栄養・ 
食生活 

学校給食における地場産物を
使用する割合 

9.3% 増加 11.6% ※3 B 

④ 
栄養・ 
食生活 

食品ロスという問題を知って
いる市民の割合 

67.4% 増加 93.7% A 

 
【出典】 

※1：令和 5年度食に関するアンケート（小学 6年生）【三郷市学務課】 

  （対象学年が異なるため、評価ができない） 

※2：令和 5年度食に関するアンケート（中学 3年生）【三郷市学務課】 

  （対象学年が異なるため、評価ができない） 

※3：：学校給食における地場産物活用状況調査【三郷市学務課】 新型コロナウイルス感染症の影響により、

現状値は平成 30 年度のものとする。 

 

【参考】 

三郷市都市農業振興基本計画：学校給食への三郷産農産物の年間使用率6.3%：（令和4年度学校給食実績値） 

  



28 

 分野 指標 平成 28年度 目標値 
現状値 

(令和 5年度) 
評価 

うごく 

⑤ 
身体活動 

・運動 

日頃から、健康の

維持・増進のため

に意識的にからだ

を動かすなどの運

動を心がけている

者の割合 

男性 54.5% 増加 62.5% A 

女性 52.1% 増加 61.8% A 

 
身体活動 

・運動 

自分の歩数を把握

している者の割合 

男性 - 増加 
68.9% ※1 D 

女性 - 増加 

⑥ 
身体活動 

・運動 

運動習慣のある者

（1 回 30 分以上/

週 2回/1年以上継

続）の割合 

＊健康日本 21（第

二次）より 

20～64歳 

男性 
20.9%＊ 増加 41.6% D 

20～64歳 

女性 
17.5%＊ 増加 33.6% D 

65 歳以上 

男性 
42.4%＊ 増加 

49.2% ※1 D 
65 歳以上 

女性 
35.7%＊ 増加 

 

【出典】 

※1：第 17 回三郷市市民意識調査報告書（平成 30 年度）の 70 歳以上の割合を記載 

（年齢区分が異なるため、評価ができない） 

 

 

 

 分野 指標 平成 28年度 目標値 
現状値 

(令和 5年度) 
評価 

なごむ 

⑦ 
休養・ 

こころ 

最近 1 か月以内で負担を感じる

ストレスを感じたことがある者

の割合 

84.4% 減少 87.4% B 

⑧ 
休養・ 

こころ 

睡眠による休養を十分に取れて

いない者の割合 
30.3% 減少 34.2% B 

⑨ 
休養・ 

こころ 

生きがいをもって生活をしてい

る者の割合 
69.3% 増加 70.6% B 

⑩ 
休養・ 

こころ 

地域での人々とのつながりが強

いと感じている者の割合＊ 
42.4% 増加 43.1% D 

 

＊⑩の指標については、平成 28年の調査時は「地域で気軽に会って話ができる者がいる者の割合」

（42.4%）を設問として設定していたが、令和 5年度調査では設定をしていないため、「地域での人々

とのつながりが強いと感じている者の割合」（43.1%）に変更している。 

  （設問がことなるため、評価ができない） 
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 分野 指標 平成 28年度 目標値 
現状値 

(令和 5年度) 
評価 

まもる 

 健康管理 

中学 1 年生肥満の者の割合（日

比式による標準体重の 20%以上） 
10.4% 減少 12.7% ※1 C 

20 歳代女性やせの者の割合 

（BMI が 18.5 未満） 
11.9% 減少 25.8% B 

20〜64 歳男性肥満の者の割合 

（BMI が 25以上） 
30.9% 減少 34.5% B 

40〜64 歳女性肥満の者の割合 

（BMI が 25以上） 
16.4% 減少 15.1% B 

⑪ 健康管理 
この 1年間の健康診査受診者の

割合 
71.9% 増加 76.4% A 

 健康管理 がん検診の受診率 

胃がん 17.1% 増加 8.5%  ※2 D 

子宮がん 16.2% 増加 7.7%  ※2 D 

乳がん 22.0% 増加 11.8% ※2 D 

肺がん 21.7% 増加 10.9% ※2 D 

大腸がん 21.9% 増加 10.4% ※2 D 

 健康管理 
高齢者肺炎球菌定期予防接種

65 歳の接種率 
40.4% 増加 24.7% ※2 D 

 歯 

12 歳児のう歯(虫歯)数 

一人平均 DMFT（永久歯の処置・

未処置・喪失） 

0.6 本 減少 0.58 本 ※3 ― 

 歯 
3 歳 6 か月児健康診査でのう歯

(虫歯)罹患率 
17.7% 減少 8.6% ※4 A 

⑫ 歯 
55～64 歳で 24 本以上、自分の

歯を有する者の割合 
67.0% 増加 73.4% B 

⑬ 歯 
過去 1年間に歯科検診を受診し

た者の割合 
32.7% 増加 53.3% A 

 たばこ 
中学生の喫煙経験率 0.8% 減少 

※5 
D 

高校生の喫煙経験率 9.2% 減少 D 

⑭ たばこ 
成人の喫煙してい

る者の割合 

男性 37.2% 減少 34.8% B 

女性 13.8% 減少 10.6% B 

⑮ アルコール 

適正量（一日あたり

の純アルコール摂

取量が男性 40g、女

性 20g）を超えてい

る者の割合 

男性 46.5% 減少 45.4% B 

女性 55.0% 減少 57.7% B 

 事故予防 人身事故発生件数 696 件 減少 397 件 ※6 ― 

 事故予防 
子ども・老人の交通事故発生件

数 
249 件 減少 131 件 ※6 ― 

 事故予防 救急出場件数 6,388 件 減少 8,634 件 ※7 ― 

 自殺予防 
過去 3 年間の平均自殺率（自殺

の死亡率） 
21.6% 減少 18.1% ※8 A 
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【出典】 

※1：令和 5年度中学 1 年生総合健診結果【三郷市学務課】  

※2：令和 4年度保健年報 

  （がん検診の受診率は、前回調査時と受診率の算出方法が異なっているため評価ができない） 

  ：（高齢者肺炎球菌定期予防接種 65 歳の接種率は、経過措置の時期により対象者の考え方が異なり、抽

出方法が一致しないため、評価ができない） 

※3：令和 5年度学校歯科保健状況調査【三郷市学務課】  

※4：令和 4年度母子保健医療推進事業報告書  

※5：埼玉青少年の意識と行動調査 令和 3 年度報告書 

  （令和 3年度報告書では、中高生の喫煙率を把握する設問がなくなっているため評価ができない） 

※6：令和 4年度みさと統計書 

※7：令和 4年度版消防年報【三郷市消防総務課】 

※8：令和 3年埼玉県保健統計年報 

  （過去 3年間の平均自殺率については令和元年～令和 3 年の自殺者数を使用） 

 

【参考】 

三郷市新生児訪問記録表：20 歳代女性の妊娠前 BMI が 18.5 未満の者の割合 15.8％（令和 5年度） 

 

 

■達成状況の区分 

評価区分 該当項目数 

A 有意に望ましい変化がみられた ：9 

B 変わらない 15 

C 有意に悪化した変化がみられた ：1 

D 把握方法が異なるため評価が困難 ：15 

合計 ：40 

評価ツール：国立保健医療科学院・健康増進計画等の数値目標の評価に役立ツール集 

https://www.niph.go.jp/soshiki/07shougai/datakatsuyou/ 

 

■4領域ごとの目標達成状況 

 A B C D 合計 

たべる 3 4 0 2 9 

うごく 2 0 0 4 6 

なごむ 0 3 0 1 4 

まもる 4 8 1 8 21 

合計 9 15 1 15 40 
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■評価結果に関するまとめ 

 

【たべる】 

評価できた 7 項目のうち有意に望ましい変化がみられた項目が 3 つ、変わらなかった項目が 4 つ

であった。「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日 2 回以上ほぼ毎日食べている者の割合」

「朝食を欠食する者の割合（男性 20 歳代、男性 30 歳代）」で有意な変化はみられなかった。朝食を

欠食する者が一定数いる一方で、毎日食べている者の割合は、男性 20～30 歳代においては有意な

増加がみられ、全体をみても有意に増加している。 

 

【うごく】 

評価できた 2 項目のうち有意に望ましい変化がみられた項目は 2 つであった。「日頃から、健康

の維持・増進のために意識的にからだを動かすなどの運動を心がけている者の割合」が男女ともに

有意な増加がみられた。 

 

【なごむ】 

評価できた 3 項目のうち変わらなかった項目は 3 つであった。「最近 1 か月以内でストレスを感

じたことがある者の割合」「睡眠による休養を十分に取れていない者の割合」「生きがいをもって生

活をしている者の割合」のいずれの項目についても有意な変化はみられなかった。 

 

【まもる】 

評価できた 13 項目のうち有意に望ましい変化がみられた項目が 4 つ、変わらなかった項目が 8

つ、悪化している項目が 1 つであった。「20 歳代女性やせの者の割合」「BMI が 25 以上の者の割合」

「55～64 歳で 24 本以上、自分の歯を有する者の割合」「成人の喫煙している者の割合」「適正量を

超えた飲酒をしている者の割合」については変化がみられなかった。「中学 1 年生肥満の者の割合」

については、悪化している。 

 

 

今回の調査結果や特定健康診査において HbA1c が高値の者の割合などから、（仮称）すこやかみ

さと～第 3期三郷市健康増進・食育推進・自殺対策計画～では、糖尿病の罹患率の低下及び糖尿病

合併症を減少させるため、バランスの良い食事（内容と量）を食べている者の増加、運動習慣が定

着している者の増加、生きがい（楽しみ）を持って生活する者の増加、自分の健康を守る行動がと

れる者の増加等の取組を行う必要がある。 
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２ 指標に関する前回調査との比較 

指標に関する現状値（令和 5 年度）と、前回調査（平成 28年度）の比較は、アンケートに関する

内容のみを記載している。前述している指標に関する調査結果の一覧①～⑮に対応している。 

 

① 家族や友達など誰かと一緒に食事をとる者の割合 

家族や友達など誰かと一緒に食事をとる者の割合は 64.8%（「ほとんど毎日」）となっており、前

回調査（58.1%）と比べて 6.7 ポイント増加している。 

 

 

目標 

増加 

評価 

A 

 

 
 
② 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1日 2回以上ほぼ毎日食べている者の割合 

【全体】 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日 2 回以上ほぼ毎日食べている者の割合は 25.5%とな

っており、前回調査（23.0%）と比べて 2.5 ポイント増加している。 

 

 

目標 

増加 

評価 

B 

 

 
 

【20 歳代・30 歳代】 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 1 日 2 回以上ほぼ毎日食べている者の 20 歳代・30 歳代

の者の割合は 20.4%となっており、前回調査（13.8%）と比べて 6.6 ポイント増加している。 

 

 

目標 

増加 

評価 

A 

 

 

64.8 

58.1 

10.3 

11.4 

9.9 

11.5 

14.9 

16.3 

0.1 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

ほとんど毎日 週3～5日 週1～2日 ほとんどしない 無回答

25.5 

23.0 

21.6 

23.7 

31.8 

30.8 

20.9 

19.7 

0.1 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない 無回答

20.4 

13.8 

18.8 

25.5 

38.2 

36.9 

22.6 

22.4 

0.0 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=186)

H28調査

(N=287)

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 ほとんどない 無回答
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③ 朝食を欠食する者の割合 

【男性 20 歳代】 

朝食を欠食する男性 20 歳代の者の割合は 16.7%となっており、前回調査（26.2%）と比べて 9.5

ポイント減少している。 

 

 

目標 

減少 

評価 

B 

 

【男性 30 歳代】 

朝食を欠食する男性 30 歳代の者の割合は 13.6%となっており、前回調査（22.4%）と比べて 8.8

ポイント減少している。 

 

 

目標 

減少 

評価 

B 

 

 

【参考（全体）】 

朝食を欠食する者の割合は 10.9%となっており、前回調査（11.2%）と比べて 0.3 ポイント減少し

ている。 

 

 

 

 

  

63.0 

55.5 

14.8 

18.6 

11.3 

12.3 

10.9 

11.2 

0.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

毎日食べている ほぼ毎日食べている ときどき食べている ほとんど食べていない 無回答

13.6 

22.4 

0% 10% 20% 30%

男性30代
R5調査(N=44)

H28調査(N=67)

16.7 

26.2 

0% 10% 20% 30%

男性20歳代

R5調査(N=30)

H28調査(N=42)
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④ 食品ロスという問題を知っている市民の割合 

食品ロスという問題を知っている者の割合は 93.7%（「よく知っている」と「ある程度知っている」

の合計）となっており、前回調査（67.4%）と比べて 26.3ポイント増加している。 

 

 

目標 

増加 

評価 

A 

 

  

45.1 

17.2 

48.6 

50.2 

5.2 

22.4 

1.0 

7.5 

0.1 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

よく知っている ある程度知っている あまり知らない 全く知らない 無回答

93.7

67.4
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⑤ 日頃から、健康の維持・増進のために意識的にからだを動かすなどの運動を心がけて
いる者の割合 

【男性】 

日頃から、健康の維持・増進のために意識的にからだを動かすなどの運動を心がけている男性の

割合は 62.5%となっており、前回調査（54.5%）と比べて 8ポイント増加している。 

 

 

目標 

増加 

評価 

A 

 

【女性】 

日頃から、健康の維持・増進のために意識的にからだを動かすなどの運動を心がけている女性の

割合は 61.8%となっており、前回調査（52.1%）と比べて 9.7 ポイント増加している。 

 

 

目標 

増加 

評価 

A 

 

 

【参考（全体）】 

日頃から、健康の維持・増進のために意識的にからだを動かすなどの運動を心がけている者の割

合（「いつもしている」と「ときどきしている」の合計）は、62.2%となっており、前回調査（52.5%）

と比べて 9.7 ポイント増加している。 

 

 

  

20.9 

14.9 

41.3 

37.6 

24.9 

29.8 

12.6 

15.0 

0.4 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

いつもしている ときどきしている

以前はしていたが現在はしていない 全くしたことがない

無回答

62.2

52.5

62.5 

54.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男性

R5調査(N=296)

H28調査(N=288)

61.8 

52.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

女性

R5調査(N=387)

H28調査(N=428)
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⑥ 運動習慣のある者（1回 30分以上/週 2回/1年以上継続）の割合 

【男性】 

運動習慣のある男性の割合は 41.6%となっている。参考値と比較すると、20.7 ポイント上回って

いる。 

 

 

目標 

増加 

評価 

D 

 

【女性】 

運動習慣のある女性の割合は 33.6%となっている。参考値と比較すると、16.1 ポイント上回って

いる。 

 

 

目標 

増加 

評価 

D 

 

 

 

 

  

41.6 

20.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20～64歳男性

R5調査(N=296)

参考値

【健康日本21(第二次)】

33.6 

17.5 

0% 10% 20% 30% 40%

20～64歳女性

R5調査(N=387)

参考値

【健康日本21(第二次)】
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⑦ 最近 1か月以内で負担を感じるストレスを感じたことがある者の割合 

最近 1 か月以内で負担を感じるストレスを感じたことがある者の割合は 87.4%（「感じた」と「と

きどき感じた」の合計）となっており、前回調査（84.4%）と比べて 3 ポイント増加している。 
 

 

目標 

減少 

評価 

B 

 

 

 

⑧ 睡眠による休養を十分に取れていない者の割合 

睡眠による休養を十分に取れていない者の割合は 34.2%（「あまり取れていない」と「取れていな

い」の合計）となっており、前回調査(30.3%)と比べて 3.9 ポイント増加している。 
 

 

目標 

減少 

評価 

B 

 

 

 

※睡眠時間は、6～9 時間（60歳以上については、6～8 時間）が推奨されている。（「健康日本 21（第

三次）より」） 

 

⑨ 生きがいをもって生活をしている者の割合 

生きがいをもって生活をしている者の割合は 70.6%（「十分にしている」と「まあまあしている」

の合計）となっており、前回調査(69.3)と比べて 1.3 ポイント増加している。 
 

 

目標 

増加 

評価 

B 

 

 

 

  

50.4 

52.8 

37.0 

31.6 

10.6 

9.6 

1.6 

3.4 

0.4 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

感じた ときどき感じた ほとんど感じなかった 全く感じなかった 無回答

87.4

84.4

11.7 

14.8 

53.7 

52.4 

27.8 

23.5 

6.4 

6.8 

0.3 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

十分取れている まあまあ取れている あまり取れていない 取れていない 無回答

30.3

34.2

17.2 

18.5 

53.4 

50.8 

22.1 

22.3 

7.0 

6.7 

0.3 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

十分にしている まあまあしている あまりしていない 全くしていない 無回答

70.6

69.3
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⑩ 地域での人々とのつながりが強いと感じている者の割合 

地域での人々とのつながりが強いと感じている者の割合は 43.1%（「とても思う」と「少し思う」

の合計）となっている。 

 

 

目標 

増加 

評価 

D 

 

※平成 28 年の調査時は「地域で気軽に会って話ができる人がいる者の割合」を設問として設定

していたが、令和 5 年度調査では設定をしていないため、「地域での人々とのつながりが強い

と感じている者の割合」に変更している。 

 

【参考】 

 地域で気軽に会って話ができる人がいる者の割合（平成 28年度調査） 

地域で気軽に会って話ができる人がいる者の割合は 42.4%（「たくさんいる」と「少ないがいる」

の合計）となっている。 

 

 

 

⑪ この 1年間の健康診査受診者の割合 

この 1 年間での健康診査受診者の割合は 76.4%（「市の健診を受けた」「職場の健診を受けた」「学

校の健診を受けた」「人間ドックを受けた」の合計）となっており、前回調査（71.9%）と比べて 4.5

ポイント増加している。 

 

 

目標 

増加 

評価 

A 

 

 

  

6.4 36.0 49.7 5.7 2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=731)

たくさんいる 少ないがいる いない 分からない 無回答

42.4

4.0 39.1 39.5 17.2 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(N=698)

とても思う 少し思う 思わない まったく思わない 無回答

43.1

8.5 

10.8 

55.6 

52.0 

0.4 

0.8 

11.9 

8.3 

22.3 

20.8 

1.3 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

市の健診を受けた 職場の健診を受けた 学校の健診を受けた 人間ドックを受けた

受けていない 無回答

76.4

71.9
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⑫ 55～64歳で 24本以上、自分の歯を有する者の割合 

55～64 歳で自分の歯を 24 本以上有する者の割合は 73.4%となっており、前回調査（67.0%）と比

べて 6.4 ポイント増加している。 

 

 

目標 

増加 

評価 

B 

 

 

 

 

⑬ 過去 1年間に歯科検診を受けた者の割合 

過去 1 年間に歯科検診を受けた者の割合は 53.3%となっており、前回調査（32.7%）よりも 20.6

ポイント増加している。 

 

 

目標 

増加 

評価 

A 

 

 

 

 

  

1.5 

1.1 

1.0 

2.8 

11.3 

11.7 

10.8 

6.1 

73.4 

67.0 

2.0 

11.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=203)

H28調査

(N=179)

0本 1～9本 10～19本 20～23本 24本以上 無回答

53.3 

32.7 

46.3 

65.8 

0.4 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5調査

(N=698)

H28調査

(N=731)

受けている 受けていない 無回答
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⑭ 成人の喫煙している者の割合 

【男性】 

成人における喫煙している男性の割合は 34.8%となっており、前回調査（37.2%）と比べて 2.4 ポ

イント減少している。 

 

 

目標 

減少 

評価 

B 

 

 

【女性】 

成人における喫煙している女性の割合は 10.6%となっており、前回調査（13.8%）と比べて 3.2 ポ

イント減少している。 

 

 

目標 

減少 

評価 

B 

 

 

【参考（全体）】 

「もともと喫煙していない」の割合が 55.2%と最も高く、前回調査（52.5%）と比べて 2.7 ポイン

ト増加している。 

 

  

55.2 

23.8 

19.1 

2.6 

1.9 

0.3 

52.5 

22.4 

22.3 

2.3 

1.8 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

もともと喫煙していない

喫煙していたがやめた

喫煙している

禁煙または節煙したいと

思っているが実行できない

禁煙または節煙に取り組んでいる

無回答

R5調査(N=698)

H28調査(N=731)

10.6 

13.8 

0% 10% 20%

女性

R5調査(N=387)

H28調査(N=428)

34.8 

37.2 

0% 10% 20% 30% 40%

男性
R5調査(N=296)

H28調査(N=288)
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⑮ 生活習慣病のリスクを高める量※を飲酒している者の割合 

【男性】 

男性における生活習慣病のリスクを高める量を越えている者の割合は 45.4%となっており、前回

調査（46.5%）と比べて 1.1 ポイント減少している。 

 

 

目標 

減少 

評価 

B 

 

 

【女性】 

女性における生活習慣病のリスクを高める量を越えている者の割合は 57.7%となっており、前回

調査（55.0%）と比べて 2.7 ポイント増加している。 

 

 

目標 

減少 

評価 

B 

 

※生活習慣病のリスクを高める量とは、一日あたりの純アルコール摂取量が男性 40g 以上（日本酒

換算で 2 合以上）、女性 20g 以上（日本酒換算で 1 合以上）となっている。 

 

  

45.4 

46.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

男性
R5調査(N=209)

H28調査(N=226)

57.7 

55.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性

R5調査(N=208)

H28調査(N=211)
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第４章 調査結果を踏まえた課題と理想の姿 

これから市民が目指す健康づくりの理想の姿について概念図を以下の図に示す。三郷市の理想の

姿は、健康日本 21（第三次）をふまえている。ヘルスプロモーション＊の考えを取り入れ、市民、

行政、団体、企業等様々な関係機関が協力し、いつまでも健やかで自立した市民が増加することを

目指す。 

三郷市における三郷市国民健康保険医療費のうち糖尿病が占める割合が高いことや、メタボリッ

クシンドローム該当者の割合が埼玉県と比較しておおむね高い状況にあることからも、糖尿病の発

症及び重症化の予防に対して健康課題として取り組むことが重要であると考える。 

理想の姿を実現するためにアンケート調査結果から、「たべる」「うごく」「なごむ」「まもる」の

4 領域ごとに指標を定め、それぞれの短・中期的目標を提示した。 
 

＊ヘルスプロモーション：すべての住民が個人として、また地域の仲間と一緒に、健康づくりの取組ができるよ

うに支援体制や環境を整えること。 
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１ 「たべる」について 

健康日本 21（第三次）に掲げられている野菜を食べる量（1 日 350g）の目標値に達している者の

割合は、5.2%となっており、国の 28.2%と比較しても低い。また、同様に果物を食べる量（1 日 200g）

の目標値に達している者の割合についても 5.9%と国の 18.2%と比較しても低い。体重を毎日測定し、

自身が適正量を食べているかどうか把握している者の割合は低く、また、BMI が「やせ」または「肥

満」である者の割合は年齢によってばらつきはある。これらの結果をふまえ、短・中期的目標をバ

ランスの良い食事（内容と量）を食べている者の増加とし、実践につながる正しい知識の普及啓発

を行っていくことや、身近なところで情報が得られたり、自然とバランスの良い食事が食べられた

りする食環境を整備していく必要がある。 

 

２ 「うごく」について 

運動習慣のある者の割合は若年層で低く、1 日の平均歩行時間が 60 分以上の者の割合も特に若年

女性において低い。座位時間については、10時間以上が最も多く 26.5%となっている。特に働き世

代の運動習慣、歩行時間が少ないことや座位時間が長い（30 分に 1度、少なくとも 1 時間に 1 度の

立ち上がりを推奨）市民が多いことから、企業・店舗等の協力を得ながら働き世代にアプローチし

ていくことが必要である。 

 

３ 「なごむ」について 

地域・社会活動の参加状況は、いずれの年代も参加していない者の割合が約 7 割と高い。しかし、

地域・社会活動に参加している者の方が、相談相手が「いる」者の割合が高いことから、地域・社

会活動への参加者が増加することが望ましい。ストレス解消のために行っていることは性別によっ

て傾向は異なっているが、「特にない」と回答した者が男性 8.9%、女性 4.3%となっている。このこ

とから、喫煙や飲酒を除いたストレス解消方法をもつ者を増加させることが重要である。また、睡

眠時間は働く世代において 5 時間未満の割合が高い。相談窓口の周知や身近に相談できる人ができ

る機会や場の提供を行っていくことで、生きがいを持って生活する者を増加させることが必要であ

る。 

 

４ 「まもる」について 

健康診査を受けていない者は約 2割、歯科検診を定期的に受けていない者は男性が約 5 割、女性

が約 3～5 割弱である。飲酒の量が適正量を超えている者の割合は、男性で 4 割強、女性で 6 割程

度となっている。糖尿病に関して、健康診査を受けていない者の方が、自身の血糖値の値について

「知らない」「はかったことがない」と回答している。健康診査や歯科検診を定期的に受けること

で、糖尿病の早期発見・早期治療に繋げることが重要であり、そのための環境を整えていく。また、

健康診査を受けることで糖尿病についての理解を深めることに繋がると期待される。飲酒について

は、適正量の摂取を周知啓発していくことで、自分の健康を守る行動がとれる者を増加させる必要

がある。 



44 

第５章 資料編 

１ 調査票 
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